
教育目標  ①思いやりをもち、互いに認め合い、助け合うことのできる生徒  ②自ら考え、学び合うことのできる生徒  ③健やかで、心身ともに健康な生徒  

 

「不合格」+「α」 
校長  横林 泰介         

 
 平成３年４月１日の夜、有明埠頭から釧路港行きの大型の船で出発した。東京で生ま

れ育った私は、東京の教員採用試験に不合格となり、併願で合格していた北海道の教員

になるため、そして車が不可欠であるため船を選択した。 

 東京を離れるのが辛く、出航しても甲板に出て東京タワーの灯が見えなくなるまで、

ずっと眺めていた。釧路までは３３時間もかかり時間潰しのため休憩室に入ると、映画

「網走番外地」が流れていた。網走の近くに勤務することになっており、怖いイメージ

が付きまとい暗い気持ちになった。勤務地は知床半島の付け根にある高校であった。 

 北海道出発前に、生徒になめられないように強めのパーマをかけた。しかし全く必要

なかった。素朴な生徒たちであった。勤務地の横に住宅があった。家賃は東京では考え

られない一か月２,３１０円という安価だった。一晩過ごし次の日の朝、コンタクトレン

ズを目に入れようと台所へ行った。なんとコンタクトレンズケースが凍っていた。まだ

４月なのにこんなことがあるのか、冬を超えられるのかと心配になった。この日からケ

ースは冷蔵庫に入れる習慣がついた。またゴミ置き場にはたまに梟(フクロウ)がいた。 

 コンビニがない町、マクドナルドは旭川にあったが車で片道４時間、吉野家は６時間

かかる札幌にしかなかった。スーパーは夕方には閉まり残業したら隣町までいかなけれ

ばならなかった。給料日に明細を見ると、へき地手当が支給されていた。 

 しかし住めば都。町内に外食できる場所は３件、その中にお寿司屋さんがあった。不

思議なことに寿司が一番安かった。週に２回は寿司を食べていた。また傷物で売れない

魚を売っている所があった。５０㎞離れていたが、学校が休みの日に買いに行き、新鮮

な魚介類を９５％引きで購入でき、しかも頬が落ちるような美味しさであった。そして

ゴルフ。早朝は１８番周り２,０００円という格安。朝３時に家を出て７時３０分に戻り

そのまま授業をした。２０代だから出来た。最後に温泉。自宅にも風呂はあるが、ほぼ

毎日、知床・網走・摩周湖・屈斜路湖・サロマ湖など、いろいろな温泉へ行った。道東

の温泉は制覇した。また不思議に風邪をひくことはなかった。 

心配な冬がやってきた。先輩教員に勝手にスキー講習を申し込まれた。流氷が来てい

る季節である。仕事を済ませ着替え、車で１５分のスキー場へ通った。夜７時から２時

間、氷点下２０℃以下の中で行ったが寒さよりも楽しいほうが勝った。スノーモービル

は最高に気持ちよかった。雪かきは辛かったが、家の中は３０度近くあり、常にＴシャ

ツ・短パン。快適さに驚いた。生徒・保護者・地域の方とは良好な関係を築けた。 

 長男である私はひっそり東京の教員採用試験を受け合格し、故郷東京へ戻る日が来

た。女満別空港にはたくさんの教え子が集まってくれた。関わって頂いた全ての方が私

を教員にしてくれた素敵な町は第二の故郷である。６年間、夢のような毎日であった。

今思うことは、東京の教員採用試験に落ちて本当に良かったことだ。 

 

 今年の夏に同窓会をしました。１８歳の生徒が５１歳になっていました。「変わってな

いな～」とは言えなかった。 

 

 

校長雑感 
令和8年１０月１日 
荒川区立第四中学校 
学校だより １０月号 



【敬老ボランティア】 

 ９月１２日(土)オープンスクールが行われた午後に実施しました。生徒たちは、対象

となる各ご家庭を訪問し「敬老の日おめでとうございます。」と声をそろえて言い、お手

紙とお米を渡しました。最後に「お元気でいてください。」の言葉で家を後にしました。

人の温かさを感じた一日となりました。 

 

 

 

  
 その３日後、荒川６丁目南町会の長谷昇様が来校され、お礼のお手紙を頂きました。

長谷様に学校だよりへの掲載許可を頂きましたので、紹介させて頂きます。東京スカイ

ツリーをはじめ日本全国の地図に残る大きなお仕事をされた方です。現在も虎ノ門の再

開発に携わっており、年齢を感じさせない心の若さと他の人の役に立つ幸せを見せつけ

られました。私も一生続く勾配をのぼる決意ができました。 

 

 

 

 

 

 

読書に関する有名人の言葉 
 

よき書物を読むことは、過去の最もすぐれた人たちと会話を交わすようなもので

ある。                ルネ・デカルト 数学の座標を創った人 

 

 


